
病院図書室 １９（１）：１８－２１，１９９９

臨床に役立つ雑誌⑩

－１８

山際 幹和

ている。医師は漢方薬の使用機会が増えると、

比例してそれがよく効いた例を少なからず経

験するようになり、その有効例の経験がさら

に使用頻度を増加させる結果を生んだ。

現代は、中国医学をはじめとしてアーユル

ヴェーダ医学、ユナニ医学などが見直され、

カイロプラグディック、光線療法、針灸など

の相補代替医療（ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙａｎｄａｌｔｅｒ－

ｎａｔｉｖｅ ｍｅｄｉｃｉｎｅ）にも関心が高まっている

時代であり、漢方医学にとっても良い時代で

ある。とはいっても、漢方医学関連雑誌数は

西洋医学雑誌数に比べれば格段に少ないこと

も事実である。

Ｉ。漢方医学雑誌の過去

表１は、現代漢方医学の成立過程において

大きな役割を果たした教科書のひとつである

「漢方診療医典」２）に出現する「明治以降の

漢方医学書および雑誌出版の消長」に関する

表を改変したものである。

調査は明治元年以降、１０年区切りで昭和５２

年にいたるまで行われているが、明治２１年以

降の１０年間に、漢方医学書の出版数は激減し、

ついに、同３１～４０年の間には、漢方医学書と

雑誌の双方を合わせても一冊も出版されな

かった。そして、漢方医学雑誌にいたっては、

じつに明治３１年より昭和２年の３０年間にわた

り一冊も出版されていない。このように、

いったん凋落した漢方医学が復活の兆しをみ

せ始めたのは昭和にはいってからである３）。

明らかな出版数の増加が窺われるように

漢 方 医 学

はじめに

わが国で現在行われている医療の主体は西

欧で発達した医学、すなわち西洋医学の知識

や技能に基づいている。そして、わが国の医

学教育機関における教育の大部分は現代西洋

医学に関するものである。この様な状況は、

明治になって顕著になったものであり、江戸

時代中期に受け入れられた西欧の医学、すな

わち、当時、蘭方医学と呼ばれた医学が加速

度的に普及したことによる。その隆盛と相

まって、明治１６年（１８８３年）に太政官布告と

して医師免許規則が公布され、医師になるた

めには生理、解剖、内科、外科などの西洋医

学科目の試験に合格することが義務づけられ

た。これは、中国より朝鮮半島を経由して受

け入れられ、わが国で独自の発展をとげた医

学である漢方医学を一層角に追いやった。す

なわち、漢方医学にどれだけ精通しても、医

師の資格を得ることができなくなった。その

結果として、漢方医学はさらに衰退の一途を

たどり、わずかに、一握りの医師の間で細々

と受け継がれてきた１）。

その漢方医学が、第二次世界大戦後に見直

されるようになった。それには、主として煎

じ薬のかたちで用いられてきた漢方薬の新し

い剤型として、エキス剤が開発され登場した

ことや、漢方薬に対しても健康保険が適用さ

れるようになり、いわゆる西洋医が漢方薬を

使用する機会が増えたことがきっかけになっ
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なったのは第二次世界大戦後１０年を経た昭和

３０年以降であり、昭和４３年以降の１０年間には

漢方医学書が２０９冊、同雑誌が１５冊出版され

現在にいたっている。

１９６７年（本格的には１９７６年）以降続々と医

療用漢方製剤が保健診療の場に登場し、それ

が現代医学の中での漢方医学の復興に直接的

あるいは間接的に関与したのは明白である。

すなわち、身近になった医療用漢方製剤の使

用頻度が増すにつれてその有用性が見直され、

漢方医学書や雑誌の出版にも拍車がかかった

といえる。

表 １ 漢方医学書および雑誌出版の消長

期間 出版数

漢方医学書 漢方医学雑誌

明治元年～１０年（１８６８－１８７７） ７ ０

明治１１年～２０年（１８７８－１８８７） １５ ５

明治２１年～３０年（１８８８－１８９７） ２ ４

明治３１年～４０年（１８９８－１９０７） ０ ０

明治４１年～大正６年（１９０８－１９１７） ６ ０

大正７年～昭和２年（１９１８－１９２７） ８ ０

昭和３年～１２年（１９２８－１９３７） ３３ ７

昭和１３年～２２年（１９３８－１９４７） １９ ５

昭和２３年～３２年（１９４８－１９５７） ２４ ９

昭和３３年～４２年（１９５８－１９６７） ８０ ７

昭和４３年～５２年（１９６８－１９７７） ２０９ １５

表２ 和文漢方医学関連雑誌
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Ⅱ。漢方医学雑誌の現在

表２は、１９９９年度版讐學中央雑誌収載誌目

録４）の中から定期刊行されている和文漢方医

学雑誌を拾い出し表示したものである。それ

らは、月刊から年刊にいたるさまざまな頻度

で刊行されている。それらが掲載する論文の

内容は、古代中国医学を基礎として日本で独

自に発展したいわゆる狭義の漢方医学からア

ジア、ひいては、世界各地の伝統医学にいた

るまで多岐にわたる。

著者は、さまざまな立場から基礎的あるい

は臨床的研究を行い論文を執筆しているため、

東洋医学に関連した歴史的文献資料の紹介や

解釈、また、極めて忠実に伝統医学的手法を

用いた患者の診断・治療成績、などから純粋

に西洋医学的な方法を用いた漢方薬の基礎的

研究や臨床応用にいたるまで、その内容は変

化に富んでいる。また、論文中に出現する文

体は、通常の医学書や医学雑誌にみられるよ

うな現代文語体や現代欧文体にとどまらず、

それに古代文語体や漢文体も混在し、現在の

われわれが殆ど用いることがない、意味はお

ろか読み方すらわからない漢字が頻出するこ

雑誌名 発行年 発行所 所在地 発行回数 ＩＳＳＮ

痛みと漢方 １９８０ 痛みと漢方シンポジウム 東京 年刊 ０９１６－７１４５

漠方医学 １９７７ 臨床情報センター 東京 月刊 ０２８８－１８７２

漢方研究 １９５８ 月刊漢方研究 薬学之友を前身とする 大阪 月刊 ０３８５－６５２６

漢方診療 １９８２ 臨床情報センター 東京 隔月刊 ０２８８－３６４３

漢方調剤研究 １９９３ 臨床情報センター 東京 隔月刊 １３４２－１３６０

漢方と最新治療 １９９３ 世論時報社 東京 年４回刊 なし

漢方の臨床 １９５４ 東亜医学協会 東京 月刊 ０４５１－３０７×

月刊漢方療法 １９９７ たにぐち書店 東京 月刊 なし

現代東洋医学 １９８０ 医学出版センター 東京 ．季刊 ０３８８－６７１９

実地医家のためのＴＨＥＫＡＭＰＯ １９９８ ジャパンマーケティングサービス 東京 年４回刊 １３４４－３５０×

千葉東洋医学シンポジウム １９７２ 千葉東洋医学シンポジウム世話人会 東京 年刊 なし

伝統医学 １９９８ 臨床情報センター 東京 年４回刊 １３４４－２１７１

東医学研究 １９８１ 東医学研究会 東京 季刊 ０９１０－６７２３

東方医学 １９８５ 東方医学会 東京 年４回刊 ０９１１－７７６８

東洋医学 １９７３ 緑書房 東洋医学（自然社）より改題 東京 月刊 ０３８５－４４６９

東洋医学とペインクリニック １９７１ 東洋医学とペインクリニック研究会 高槻 年４回刊 ０２８７－１７２６

日本歯科東洋医学会誌 １９８３ 日本歯科東洋医学会 東京 年２回刊 ０９１５－７５７３

日本東洋医学雑誌 １９５０ 日本東羊医学会 日本東洋医学会誌より改題 東京 月刊 ０２８７－４８５７

和漢医薬学雑誌 １９８４ 和漢医薬学会 和漢医薬学会誌より改題 富山 年４回刊 １３４０－６３０２

－ １９－



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．ｌ，１９９９

表３ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓ中の東洋伝統医学関連雑誌

雑誌名 言語 ＩＳＳＮ

ＡｃｕｐｕｎｃｔｕｒｅａｎｄＥｌｅｃｔｒｏ－ＴｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓＲｅｓｅａｒｃｈ（ＮｅｗＹｏｒｋＮＹ） 英語 ０３６０－１２９３

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｈｉｎｅｓｅＭｅｄｉｃｉｎｅ（ＮｅｗＹｏｒｋＮＹ） 英語 ０１９２－４１５×

ＣｈｅｎＴｚｕＹｅｎＣｈｉｕＡｃｕｐｕｎｃｔｕｒｅＲｅｓｅａｒｃｈ（Ｂｅｉｊｉｎｇ） 中国語 １０００－０６０７

ＣｈｉｎｅｓｅＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ（Ｂｅｉｊｉｎｇ） 英語 ０３６６－６９９９

Ｃｈｕｎｇ－ＨｕａｌＨｓｕｅｈＴｓａＣｈｉｎ（ＣｈｉｎｅｓｅＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ）（Ｐｅｋｉｎｇ） 中国語 ０３７６－２４９１

Ｃｈｕｎｇ－ＫｕｏＣｈｕｎｇＨｓｉｌＣｈｉｅｈＨｏＴｓａＣｈｉｈ（Ｐｅｉ－ｃｈｉｎｇ） 中国語 １００３－５３７０

Ｃｈｕｎｇ－ＫｕｏＣｈｕｎｇＹａｏＴｓａＣｈｉｎＣｈｉｎａＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｈｉｎｅｓｅ

ＭａｔｅｒｉａＭｅｄｉｃａ（Ｐｅｉ－ｃｈｉｎｇ）

中国語 １００１－５３０２

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＴｒａｄｉｔｉｏｎａｌＣｈｉｎｅｓｅＭｅｄｉｃｉｎｅ（Ｂｅｉｊｉｎｇ） 英語 ０２５４－６２７２

とも和文西洋医学書や雑誌ではみられない特

徴といえ る。 これは、繰り返しになるが、漢

方医学が中国医学を母体としてわが国で独自

の発展を遂げ、現在もなお生 き続けている医

学であることによる。

他方、表３はＬｉｓｔｏｆ ＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅχｅｄ

ｉｎＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ（１９９５）’）の「Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，

Ｏｒｉｅｎｔａｌ Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ」の項に出現する鍼灸

や中国医学 に関する雑誌である。これらの中

では東洋の伝統医学が広範に取り扱われてお

り、狭義の漢方医学を学ぶ際にも十分参考と

なる。残念ながら、いずれの雑誌 もわが国で

発行されているものではなく、言語は英語と

中国語である。

ちなみに、１９９６年度のＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ’）は

ＡｍＪＣｈｉｎｅｓｅ Ｍｅｄ（ＩＳＳＮ０１９２－４１５Ｘ）が０．４５３、

ＣｈｉｎｅｓｅＭｅｄ Ｊ－Ｐｅｋｉｎｇ（ＩＳＳＮ０３６６－６９９９）

が０．１１５であった。

Ⅲ。漢方医学雑誌の未来

近年のわが国における漢方医学の普及とそ

の研究の進歩には目をみはるものがあり、特

に、西洋医学的、つまり科学的手法を用いた

研究は世界の最先端に位置することは自他と

もに認める点である。そして、この研究の成

果を世界各地に伝達することはわが国の漢方

医学研究者の責務である。そのためには、ま

ず、「伝統医学の研究や評価を行うにあたって

好ましい方法として推奨されている方法」７）

－２０

を遵守して研究成績をだし、それを国際語と

もいえる英語で発表することが最も効果的で

あり、いわば必須となる。その意味で、わが

国でも漢方医学英文雑誌が刊行されることが

強く期待される。そうすれば、ひとつには海

外の雑誌に分散投稿されている漢方医学英語

論文がそこに集約されるであろうし、他にも、

漢方医学研究者が東洋医学の基準で審査する

ことによりはじめて日の目をみうるような研

究成果が選出掲載され、西洋医学の世界に強

いインパクトを与えうる可能性もある。

しかしながら、現実的には、漢方医学の詳

細を英語を媒体として正確に伝えることは極

めて難しい。漢方医学は、その起源が仮に中

国よりさらに西方の地域にあったとしても、

実質的には漢字文化圏の中で形成された医学

である。したがって、病態やそれに対する薬

物は数個の漢字を用いて表現できるものの、

その英訳となると困難を感じる点が多々ある。

たとえば、漢方薬（処方）の中でもカゼの初

期によく飲まれる葛根湯（かっこんとう）は、

中国語の発音に基づいて「Ｇｅｇｅｎｔａｎｇ」と

英訳（ローマ字表記）されるが、それを構成

する生薬や薬効までも英語で伝えようとする

とかなりのスペースを割くことになる。逆に、

漢方薬がローマ字表記されたものをみて、そ

れがわが国でどのように呼ばれているか、あ

るいは、漢字表記されているかを言い当てる

ことはより至難の技である。多分、この状況



は、やはり中国医学を母体として独自の韓医

学を完成させた韓国においても同様であろう

と思われる。そのような状況下で、わが国で

は、約５年前に、はじめて和英東洋医学用語

集８）が発行されたことは意義深く、それが漢

方医学英語論文の量産につながり、ひいては、

わが国での漢方医学英文雑誌の発刊につなが

れば、最終的に、真の意味での東西医学の融

合につながるはずである。

おわりに

漢方医学雑誌のみならず医学雑誌の未来を

考えたとき、インターネットを介してのその

雑誌の情報化は必須となる。近い将来、医学

雑誌に掲載された論文、少なくともその要旨

はデータベース化されて、コンピューター画

面上で読めるようになるはずである。

この点でも、和文漢方医学雑誌には独自の

問題点がある。それは、漢方医学の世界で、

古来より頻繁に用いられてきている約１８０の

漢字が日本工業規格（ＪＩＳ）の第一、第二水

準の漢字に含まれていないことである。この

ような問題点を解決するために、環境をいか

に整備していくかも、漢方医学雑誌の未来を

方向付けるうえでの課題になる。
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